
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 網走西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２６０，０００千円

年 効 用 ② １５９，３４４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７６１，５９４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良によ農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 １１８，１７２
る単収の増加の増加
対象作物：小麦、ばれいしょ、

てんさい

ほ場条件改善による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１，１７２
短縮や機械経費の節減

対象作物：小麦、ばれいしょ、

てんさい

計 １５９，３４４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 東藻琴西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，２７８，５００千円

年 効 用 ② ２３２，８６２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２８
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，４１０，２６５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良、区農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 １６７，４２４
画整理、農用地造成による作付の増加
拡大や単収の増加

対象作物：小麦、ばれいしょ、

てんさい

ほ場条件改善による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ６５，４３８
短縮や機械経費の節減

対象作物：小麦、ばれいしょ、

てんさい

計 ２３２，８６２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 留辺蘂温根湯

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９６３，５００千円

年 効 用 ② ２８５，４８４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２５年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０６６１
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，３１８，９７１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の畑地かんがい、排水改農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２１５，３６１
良、土層改良による単収の増加の増加
対象作物：小麦、ばれいしょ、

てんさい、たまねぎ、菜豆、牧

草、デントコーン

道路改良による農産物の品質が品 質 向 上 効 果 ３，０８１
向上

対象作物：ばれいしょ、たまね

ぎ

ほ場条件改善による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ５３，０３１
短縮や機械経費の節減

対象作物：小麦、ばれいしょ、

てんさい、たまねぎ、菜豆、牧

草、デントコーン

畑地かんがい施設、道路の改維持管理費節減効果 ２９０
良、新設に伴う施設の維持管理

費の節減及び増加

対象施設：畑地かんがい施設、

道路



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

道路改良、新設よる農産物等の営農経費の節減 営農に係る走行経費 １３，２９９
輸送にかかる経費の節減節減効果
対象施設：道路

施設の更新による従前の農業生施設更新による 更 新 効 果 ２６２
産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

道路改良による一般交通にかか地域の生活環境 一般交通等経費節減 １６０
る経費の節減の保全・向上 効果
対象施設：道路

計 ２８５，４８４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 生田原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，７９２，８７２千円

年 効 用 ② ２８３，８２２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０３
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，６４２，５８４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の畑地かんがい、排水改農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２３３，６２９
良、土層改良による単収の増加の増加
対象作物：小麦、てんさい、牧

草、デントコーン、ねぎ、かぼ

ちゃ、メロン等

ほ場条件改善による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ３４，８２４
短縮や機械経費の節減

対象作物：小麦、てんさい、牧

草、デントコーン、ねぎ、メロ

ン、ブロッコリー

畑地かんがい施設の新設に伴う維持管理費節減効果 △３，９１９
施設の維持管理費の増加

対象施設：畑地かんがい施設

関連事業による安全施設の設置地域の生活環境 安 全 性 向 上 効 果 ４８５
に伴う安全性の確保の保全・向上



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

関連事業により整備される施設地域の生活環境 公共施設保全効果 １５，３４２
に伴う振替道路等の更新によるの保全・向上
従前の農業生産の維持

関連事業により整備される農業地 域 用 水 効 果 １，７３５
用水を生活用水及び防火用水施

設に利用することにより設置費

軽減が図られる効果

関連事業により整備される施設水辺環境整備効果 １，７２６
の附帯工（魚道）や施設周辺の

修景整備による効果

計 ２８３，８２２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 川西北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９１１，０００千円

年 効 用 ② ２１８，５４６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，７８７，６２６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良によ農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 １７７，７９７
る単収の増加の増加
対象作物：小麦、てんさい、小

豆、ばれいしょ、スイートコー

ン、ながいも、牧草等

ほ場条件改善による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ４０，３０５
短縮や機械経費の節減

対象作物：小麦、てんさい、小

豆、ばれいしょ、スイートコー

ン、ながいも、牧草等

排水路の改修、新設に伴う施設維持管理費節減効果 △４６８
の維持管理費の節減及び増加

対象施設：排水路

施設の更新による従前の農業生施設更新による 更 新 効 果 ９１２
産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

計 ２１８，５４６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 半谷・沓掛

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，３９３，０００千円

年 効 用 ② ２４９，２８１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，５０７，７９４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

区画整理による作付面積の拡大農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 １１２，７４６
とかんがいによる単収増の増加
対象作物：レタス、はくさい、

ねぎ、トマト、スィートコー

ン、ほうれんそう、キャベツ

道路舗装に伴う農産物輸送の際品 質 向 上 効 果 ２，７７３
の荷傷み防止

対象作物：レタス、はくさい、

トマト、キャベツ

農道改修等による走行経費の節営農経費の節減 営農に係る走行経費 ７，２９０
減節減効果
対象作物：水稲、レタス、はく

さい、ねぎ、トマト、スィート

コーン、ほうれんそう等

区画整理に伴う機械の利用効率営農経費節減効果 １１７，５２６
の向上

対象作物：レタス、はくさい、

ねぎ、トマト、スィートコー

ン、ほうれんそう、キャベツ



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用排水施設及び農道の新設に伴営農経費の節減 維持管理費節減効果 △３，９０６
う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水施設、

農道

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 ３，８１６
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、農道の維持

農道の整備による一般交通に要地域の生活環境 一般交通等経費節減 ２，２８０
する経費の増減の保全・向上 効果
対象施設：農道

換地手法を用いて計画的に非農非農用地創設効果 ４，４３９
用地を円滑に創設することによ

る経費の節減

対象施設：農道、市道

埋蔵文化財の具現化、文化的価文 化 財 発 見 効 果 ４９８
値の明確化による効果

事業により地積が明確になる効地 籍 確 定 効 果 １，８１９
果

計 ２４９，２８１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 愛知県 地区名 三好下

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，２０５，０００千円

年 効 用 ② １２５，３５４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １４，０７８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，４１５，２６３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

土地利用率の向上に伴う作付面農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８８，６１１
積増の増加
対象作物：なし、かき

道路整備により走行性が向上し品 質 向 上 効 果 ８，７１９
荷痛みが防止されるため発現す

る効果

対象作物：なし、かき、ぶど

う、すいか、はくさい

ほ場条件改善による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，６４３
短縮や機械経費の節減

対象作物：ぶどう、すいか、は

くさい

農道及び用排水施設の改修に伴維持管理費節減効果 ２，８６８
う施設の維持管理費の節減

対象施設：農道、用排水施設



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

道路整備による農作物等の輸送営農経費の節減 営農に係る走行経費 ４，８８９
に係る経費の低減節減効果
対象作物：なし、かき、ぶど

う、すいか、はくさい

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 ３，４７７
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

換地手法を用いて計画的に非農地域の生活環境 非農用地創設効果 ３，９７９
用地を円滑に創設することによの保全・向上
る経費の節減

事業により地積が確定すること地 積 確 定 効 果 ２，１６８
により発現する効果

計 １２５，３５４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 奈良県 地区名 月ヶ瀬桃香野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５５４，４５３千円

年 効 用 ② ９０，９７１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３，５８５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３６
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６９３，６３５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農地造成、畑地かんがいによる農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４０，３０３
作付増減及び単収の増加の増加
対象作物：水稲、茶

畑地かんがいによる労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ５１，３９０
短縮や機械経費の節減

対象作物：茶

用水施設、農道、排水施設の新維持管理費節減効果 △２，３９３
設に伴う施設の維持管理費の増

減

対象施設：用水施設、農道、排

水施設

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 １，１１８
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

事業の実施により、施設の復旧地域の生活環境 公共施設保全効果 ５５３
に伴う耐用年数の増加の保全・向上
対象施設：市道

計 ９０，９７１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鳥取県 地区名 加勢蛇西２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

２４，６１２，３０３千円総 事 業 費 ①

１，４０１，１０４千円年 効 用 ②

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４７年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０４８４

総便益を算定するための係数建設利息率）

２８，９４８，４３０千円総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １７１．

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

５４０，６６２ 畑及び樹園地の用水路新設によ農産物の生産量 作 物 生 産 効 果
る作付け面積の拡大や単収の増の増加
加

対象作物：なし、すいか、だい

こん等

７１，０９２ 用水路の新設及び道路の新設・品 質 向 上 効 果
改良に伴う畑地かんがい及び荷

痛み防止による品質の向上

対象作物：なし、すいか、だい

こん等

１２８，１１８ 用水改良による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果
や機械経費の節減

対象作物：なし、芝、すいか等

△３７，５１７ 施設の新設・改修に伴う施設の維持管理費節減効果
維持管理費の増減

対象施設：用水路、道路



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

２６０，４５４ 道路の新設・改良に伴う走行時営農経費の節減 営農に係る走行経費
間の短縮による労働時間や機械節減効果
経費の節減

対象輸送作物：堆肥、飼料、す

いか等

４，３５６ 施設の更新による従前の農業生施設更新による 更 新 効 果
産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

１９１，４７４ 利水ダムの運転により河川水量地域の生活環境 地域洪水被害軽減効
を付随的に制御することによるの保全・向上 果
洪水被害 の防止・軽減

２２，３０９ 農道整備に伴う一般交通に要す一般交通等経費節減
る経費の節減効果

１，４５７ 事業実施に伴い付随的に文化遺文 化 財 発 見 効 果
跡が具現化・継承

１６，１１９ 事業実施に伴い地域の利便性等公共施設保全効果
が付随的に向上

１９６，２３４ 水源開発に伴うほ場からの河川河川流況安定効果
還元水の増加

３８５ 消流雪用水等地域用水としての地 域 用 水 効 果
利用が増加

５，９６１ ダム（関連事業）の新設に伴う水辺環境整備効果
親水空間の創出

１，４０１，１０４計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鳥取県 地区名 中山２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

１５，５７３，２１４千円総 事 業 費 ①

９５２，９６３千円年 効 用 ②

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６

総便益を算定するための係数建設利息率）

１７，４５３，５３５千円総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １２１．

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

２１８，６２７ 畑及び樹園地の用水路新設によ農産物の生産量 作 物 生 産 効 果
る作付け面積の拡大や単収の増の増加
加

対象作物：なし、ブロッコリ

ー、芝等

２９，９４４ 用水路の新設に伴う畑地かんが品 質 向 上 効 果
いによる品質の向上

対象作物：なし

５９１，３９３ 用水改良による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果
や機械経費の節減

対象作物：ブロッコリー、芝、

ねぎ等

△２４，５１０ 施設の新設・改修に伴う施設の維持管理費節減効果
維持管理費の増減

対象施設：用水路、道路



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

７２，２０８ 道路の新設・改良に伴う走行時営農経費の節減 営農に係る走行経費
間の短縮による労働時間や機械節減効果
経費の節減

対象輸送作物：堆肥、なし、ね

ぎ等

７８３ 施設の更新による従前の農業生施設更新による 更 新 効 果
産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

１，０２８ 農道整備に伴う一般交通に要す地域の生活環境 一般交通等経費節減
る経費の節減の保全・向上 効果

１，０５３ 事業実施に伴い付随的に文化遺文 化 財 発 見 効 果
跡が具現化・継承

５８，５６４ 事業実施に伴い地域の利便性等公共施設保全効果
が付随的に向上

２，００３ 防火用水としての機能が高ま地 域 用 水 効 果
り、防火施設の設置費用等の節

減

５１ 事業実施に伴い付随的に地積が地 籍 確 定 効 果
明確化

１，８１９ ダム（関連事業）の新設に伴う水辺環境整備効果
親水空間の創出

９５２，９６３計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 岡山県 地区名 備中北部２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，５９０，０９１千円

年 効 用 ② ２４１，２７２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３６
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，７９３，５８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水管理合理化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ７１，１００
短縮や機械経費の節減

対象：畑作用水

施設の新設に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 △６，５０６
理費の増減

対象施設：営農用水施設

営農用水と一体的に施設整備す地域の生活環境 生活用水確保効果 １７６，６７８
ることにより、生活用水が効率の保全・向上
的に確保される効果

対象施設：営農用水施設

計 ２４１，２７２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 広島県 地区名 重井２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

８，９０３，９００千円総 事 業 費 ①

５８６，１７１千円年 効 用 ②

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ５６年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０４６８

総便益を算定するための係数建設利息率）

１２，５２５，０２１千円総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③

１．４０費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷①

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑及び樹園地の用水路新設及び農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３４１，６８５
道路新設による作付け面積の拡の増加
大や単収の増加

対象作物：花壇苗、キヌサヤ、

みかん等

道路の新設に伴う荷痛み防止に品 質 向 上 効 果 ９，３２２
よる品質の向上

対象作物：キヌサヤ、花壇苗、

わけぎ等

用水改良等による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １６９，５５１
縮や機械経費の節減

対象作物：キヌサヤ、かぼち

ゃ、みかん等

施設の新設に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 △９，１０５
理費の増減

対象施設：用水路、道路



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

道路の新設に伴う走行時間の短営農経費の節減 営農に係る走行経費 ４１，３５９
縮による労働時間や機械経費の節減効果
節減

対象輸送作物：かき、堆肥、生

産資材等

施設の更新による従前の農業生施設更新による 更 新 効 果 ２４，６４３
産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

ほ場整備事業（関連事業）にお地域の生活環境 非農用地創設効果 １，１３０
いて換地手法を用いて公共用地の保全・向上
等を創設

道路の新設に伴うガードレール安 全 性 向 上 効 果 ３，５９５
等の設置による安全性の向上

道路の新設に伴う周辺地域との農道環境整備効果 ３，９９１
調和のとれた景観の創出

計 ５８６，１７１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 長崎県 地区名 加津佐西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

農業経営高度化支援事業費及び総 事 業 費 ① １，３０９，１００千円
生活環境整備費を除く

年 効 用 ② ９１，９８７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，５９４，２２９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

生産基盤の整備による土地利用農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２４，５１１
の向上及び畑かんによる単収のの増加
増加

対象作物：ばれいしょ、ブロッ

コリー等

区画整理による作業・機械の省営農経費の節減 営農経費節減効果 ５７，３３８
力化及び用水施設の整備による

用水作業時間の節減

対象作物：ばれいしょ、ブロッ

コリー等

区画整理（道路、排水路）及び維持管理費節減効果 △３，８２８
用水施設の整備による維持管理

費の増加

対象施設：道路、排水路、用水

施設

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 １３，９６６
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路、排水路の維持

計 ９１，９８７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 大萩

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，３８０，１００千円

年 効 用 ② １４４，１１０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９，９４９千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２０
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７６１，３９７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

生産基盤の整備による土地利用農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 １３９，４４５
の向上及び単収の増加の増加
対象作物：ほうれんそう、しょ

うが等

用水施設の整備による維持管理営農経費の節減 維持管理費節減効果 △５，４５３
費の増加及び排水路の整備によ

る維持管理費の節減

対象施設：用水施設、排水路

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 １０，１１８
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

計 １４４，１１０



費用対効果分析に関する説明資料

払川第１（２期）事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６，８１０，０００千円

年 効 用 ② ４５３，２２４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３６
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８，４５５，６７２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがいによりに作物転換､農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４１９，２１２
作付面積拡大の増加
対象作物：かんしょ、さとい

も、ごぼう、らっきょう、飼料

等

舗装道に改修することにより作品 質 向 上 効 果 ２，０４１
物の荷傷みを防止する効果。

対象作物：さといも、ピーマ

ン、きゅうり等

関連事業・国営都城盆地土地改営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，７３１
良事業の営農経費を計上

用排水施設等の改修、統廃合に維持管理費節減効果 ３４０
伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、道路



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農道工の車種転換及び走行速度営農経費の節減 営農に係る走行経費 ９，４７４
増加等による輸送経費の節減。節減効果
対象作物：かんしょ、さとい

も、ごぼう、らっきょう、飼料

等

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 ９，４２６
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

計 ４５３，２２４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，５７７，４６９千円

年 効 用 ② ２０２，０３４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２１年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０７４１
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７２６，５０５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

生産基盤の整備による土地利用農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０４，９１１
の向上及び単収の増加の増加
対象作物：さとうきび、飼料作

物等

用水施設の整備による用水作業営農経費の節減 営農経費節減効果 ３，３６２
時間の節減

対象作物：さとうきび、ばれい

しょ等

関連事業・国営徳之島土地改良維持管理費節減効果 △８，２９５
事業の維持管理費節減効果を計

上

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 １，６０６
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路、用水施設の維持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水施設の整備により、公共施地域の生活環境 地域資産保全・向上 ４５０
設の更新が図られるの保全・向上 効果
対象施設：町道

計 ２０２，０３４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 天南兼久

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，０１０，７７２千円

年 効 用 ② ２４０，０２４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２０年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０７６５
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，１３７，５６９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

生産基盤の整備による土地利用農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２４０，８５４
の向上及び単収の増加の増加
対象作物：さとうきび、飼料作

物等

用水施設の整備による用水作業営農経費の節減 営農経費節減効果 ５，０２７
時間の節減

対象作物：さとうきび、ばれい

しょ等

関連事業・国営徳之島土地改良維持管理費節減効果 △９，７９７
事業の維持管理費節減効果を計

上

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 １，４４６
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路、用水施設の維持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水施設の整備により、公共施地域の生活環境 地域資産保全・向上 ２，４９４
設の更新が図られるの保全・向上 効果
対象施設：町道

計 ２４０，０２４



費用対効果分析に関する説明資料

芦清良事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，６３７，７７２千円

年 効 用 ② ２１７，７３８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４，８６１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２０
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，１８２，４０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

生産基盤の整備による土地利用農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０５，１５２
の向上及び単収の増加の増加
対象作物：施設園芸、葉たばこ

等

用水施設の整備による用水作業営農経費の節減 営農経費節減効果 １６，０７８
時間の節減

対象作物：ばれいしょ、葉たば

こ等

用水施設の整備による維持管理維持管理費節減効果 △７，４９５
費の増加

対象施設：用水施設

老朽化した施設の更新による従施設更新による 更 新 効 果 ７６５
前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路、用水施設の維持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水施設の整備により、公共施地域の生活環境 地域資産保全・向上 ３，２３８
設の更新が図られるの保全・向上 効果
対象施設：町道

計 ２１７，７３８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 沖縄県 地区名 小浜

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１６５，５００千円

年 効 用 ② ６１，５１９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １４，０１５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０６
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２０１，７７６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑かん整備による作物の単収増農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６５，５７４
が図られるの増加
対象作物：さとうきび、にがう

り、ミニトマト、食用かんし

ょ、小菊、アンスリウム等

畑かん整備により、車両・人力営農経費の節減 営農経費節減効果 ６８
等で灌水していた営農費の節減

が図られる。

畑かん施設、農道を整備するこ維持管理費節減効果 △４，７６１
とにより維持管理費が必要とな

ってくる。

農道を新設することにより走行走行経費節減効果 ６３８
経費が節減される。

計 ６１，５１９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 沖縄県 地区名 洲鎌

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，１０３，１５１千円

年 効 用 ② １２６，０５６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３３８，７０１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場集約、整形化等による転作農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９３，２１６
作物の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：さとうきび、葉たば

こ、マンゴーメロン、とうが

ん、にがうり

ほ場の集約、整形化等による労営農経費の節減 営農経費節減効果 ２８，４１３
働時間の短縮や機械経費の節減

農道、排水路整備により、これ維持管理費節減効果 △７，８３７
らの維持管理費が必要となる。

土砂流出防止（石積、グリーン地域の生活環境 水辺環境整備効果 １２，２６４
ベルト）、沈砂池等の設置によの保全・向上
り、周辺地域等への耕土流出防

止が図られることによる水辺環

境の保全

計 １２６，０５６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 沖縄県 地区名 西原第１

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，８６７，２１０千円

年 効 用 ② １１７，６５１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１８２，７６４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場集約、整形化等による転作農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８２，３２８
作物の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：さとうきび、かぼち

ゃ、メロン、とうがん、トマ

ト、マンゴー、牧草

ほ場の集約、整形化等による労営農経費の節減 営農経費節減効果 ２０，１７８
働時間の短縮や機械経費の節減

農道、排水路整備により、これ維持管理費節減効果 △５，８１７
らの維持管理費が必要となる。

土砂流出防止（石積、グリーン地域の生活環境 水辺環境整備効果 ２０，９６２
ベルト）、沈砂池等の設置によの保全・向上
り、周辺地域等への耕土流出防

止が図られることによる水辺環

境の保全

計 １１７，６５１


